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吉村和人l), 大道雄喜2), 金木則明1),島田浩次l),上村浩信3)

り 室蘭=業大学情報=学札 2)室蘭工業大学SVBL, 3)室蘭=業大学共通講座

1.はじめに

多様なストレスの多い現代社会において､多くの人々がリラッ

クスするため(訓育報を求めている｡より良しもリラックス効果を得る

ための手段として足浴やアロ∇セラビ-が挙げられ､近年ではそ

れらを組み合わせた方法が人気であり､香りと足浴ストレス緩和

作用が注目されるようになった｡

そこで本研究では代謝作用の促進に最適な温度封深さ､また足

浴時にニオイが生体に及ぼす影響を探るため呼吸代謝と体表面

温度に着目し､生体信号にどのような変化が生じるのかをサーモ

グラプ 陪呼吸代謝計測 システムを用いて計測臼評価するための基

礎実験を行う｡

望.霜法

(再 実験環境

被験者 は 19-25歳 の健康な男子 5名である ｡ 実験 は

SVBL(X302)内環境管理室で行った｡環境設定として室温 24±

0.5oC､相対湿度 55.5±5%で行った｡被験者には予め体調の管

理等の注意を促した｡被験者には背もたれのある椅子に座っても

らい､実験を行った｡

(2)ニ軒冴

無臭､t=ノキ香(曽田香料株式会社)を用いて効果を検討した｡

本研究では､ニオイ呈示の際に香り発生装置(株式会社新電気

製作所)を用いて､発生口を前鼻孔の下 10cm に近づけて呈示し

た｡

(3)測定装置

軌 呼吸代謝計測システム 頓ua洩b2(60SM臣Ds.症 )

消費力ロリーは換気量H酸素摂取量ヨ二酸化炭素排出量から算

W5

出した｡この装置においては l呼吸ごとにデー事を測定している｡

b.普 - 驚 睦睦 - 骨 - (N 匡6 三 栄 株 式 会 社 )

サ-モグラブイとして体表面温度を計測する｡

(4)実験方法

被験者には安静座位にて安静状態を 5分間保ってもらいその

後､両足を 10分間湯に足を入れ､ニオイを呈示する場合は同時

に二オイを呈示する｡

温度は､36±2oC(不惑温度)と40±1oC(高温)の 2通りで行っ

た｡前者は暑くも冷たくも感じず､身体に影響が少ない温度ととし

て､後者は-般的な足浴の温度ということで選択した｡

足浴の水位は膝下の長さの半分程度 (ふくらはぎ近く)の約

17.5cmの水位にして実験を行った｡
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図 2 実験スケジュール

3.解析方法

呼吸代謝は 1分ごとに測定値を平均化し､足浴を始める時間

(5分目)の数値を基準として各時間の相対値を求めた｡また､各

時間で無臭とニオィ､足浴用いる水温の温度で対応のあるt検定

(pく0.05)を行った｡

次に熟代謝は､サーモグラフィで得られた値の算術平均を求め､

代謝と同様にも検定を行った｡

図1 実験風景 図3 サーモグラフィ画像



乳 結果

率 ;有意差(p≦0.05) キ:有意傾向(0.05くPく0.10)

(1)エネルギー消費量(EEm)
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図 54006における無臭とと♂キのエネルギ-消費 量

(2)体表面平均温度

0.06

0.04

0.02

0

-0.02

-0.04

-0,06

-0.08

時間(min)

三三…_≡≡;二三

｣

図6 k:ノ卑呈示における36oCと4006の体表面温度の変化
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図7 4006における無臭と巴♂尊の体表面温度の変化

5 考察

王ネルギー消費量に関し竃

図4よりヒノキ呈示時における40oCは 36oCに対して､9分目に

有意に高くなり､14分目には高くなる有意傾向がある｡図5にお

いても､40℃においてヒノキは無臭に対して9分目に高くなる有意

傾向がみられた｡

体表面温度に関して

図6よりヒノキ呈示時における36℃は40oCに対して､8日吊 分

目に有意に高くなり､9 出11分目には高くなる有意傾向がある｡図

7においても､40℃においてヒノキは無臭に対して9出10分目に有

意に高くなった｡また､6p8日1分目において､高くなる有意傾向

がみられた｡

まとめ

エネルギー消費量は､温度が同じときにニオイを呈示すること

により高くなり､同じニオイ呈示の場合には温度が高いほうが､同

様に高くなる有意な変化がみられた｡

サ-モグラフから､体表面温度はニオイが同じときには､不惑

温度である 36℃におけるニオイ呈示のほうが温度たかく､同じ温

度においてはニオイ呈示することにより温度が高くなった｡

以上ことより､ニオイを呈示することによりエネルギー代謝が高

まり､同時に体表面温度も同様な結果を得ることができた｡

不惑温度でニオイ呈示することにより､体温を高めた｡

足湯中においてニオイを呈示することは､呼吸Ⅶ熟代謝を高め

る上で有効な手段であると推察される｡
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